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［研究ノート］ 
現代ロシア詩人の肖像――ドミートリー・プリゴフ 
鴻野わか菜 
 
筆者は 2013 年 3 月に、「ソ連崩壊後の文学：詩の朗読会の歴史」という研究ノートを発
表し、ロシアの伝統的な文化形態である「詩の朗読会」のソ連期から現在にいたる変遷を
通じて、ソ連崩壊後の文学の状況、詩人の役割について考察した1。「ソ連崩壊後の文学：詩
の朗読会の歴史」では、1960年代の雪解け期の朗読会、ソ連非公認詩人のアパート朗読会、
ペレストロイカから 1990年代にかけての朗読会の再生期、文学カフェの誕生と衰退（朗読
会と都市文化の融合）などを通じて、朗読会の変遷を歴史的に検討した。 
筆者は現在、ロシアの現代詩の研究の一端として、1999 年から 2010 年代にかけて筆者
が行ったロシアの詩の朗読会のフィールドワークの報告をまとめ、ロシア現代詩人の翻訳
と詩の解題の作成にとりくんでいる2。このノート（エッセー）は、その作業の一部であり、
1960年代にモスクワ・コンセプチュアリズム・サークルに属し、ソ連の元非公認詩人の代
表的詩人として知られるドミートリー・プリゴフ（Дмитрий Александрович Пригов, 1940―
2007）の作品と肖像の描写を目的としている。このノートは、詩人の生と創作についての
記録であるが、詩人の姿や時代の空気を伝えたいという目的から、筆者の個人的な体験に
ついての回想も含まれていることをお断りしておきたい。 
 
アンダーグラウンドへの扉 
 1999年 9月は、ロシア南部やモスクワのアパートの連続爆破がつづき、第 2次チェチェ
ン戦争が始まった暗い月だった。筆者が初めてロシアの詩の朗読会を訪れたのは、その秋
の終わり、1999年 11月 30日のことである。東京のシンポジウムで一度会ったにすぎなか
った詩人アレクサンドル・プリゴフが、彼の朗読会に招待してくれたのだが、筆者は高名
な詩人との再会に緊張して、約束の時間の 40分前に待ち合わせの地下鉄駅に到着した。す
ると、驚いたことに、次の電車でプリゴフもやってきた。腕時計を持ち歩かないので時間
がわからず、ちょっとだけ早めに来てみたというのが、根っからの自由人で、なおかつ紳
士的なプリゴフらしかった。「ロシアの暮らしはどうか」、「住環境は悪くないか」、「ロシア
                                                   
1 鴻野わか菜「ソ連崩壊後の文学：詩の朗読会の歴史」『スラヴィスチカ』No.23（東京大学スラ
ヴ語スラヴ文学研究室、2013 年）267-281 頁. 
http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/dspace/bitstream/2261/54256/1/SLA0280016.pdf 
2
 たとえば、現代詩人ドミートリー・クズミンについて、以下の論考がある。鴻野わか菜「ドミ
ートリー・クズミンの翼――肯定の詩学」『人文社会科学研究』第 23号（千葉大学人文社会科
学研究科，2011年）1-21頁.http://mitizane.ll.chiba-u.jp/metadb/up/AA12170670/2011no.23_1_21.pdf 
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の大学の教授陣には満足できているか」など色々な心配をしてくれたが、ソ連時代から自
国の社会を一歩ひいた場所から眺めてきたプリゴフは、戦時下のロシアで外国人がどのよ
うな体験をせざるをえないか、よく分かっていたのだと思う。  
地下鉄バウマンスカヤ駅から５分ほど歩くと、古いアパートにかこまれた町はずれの公
園に出る。世界のどこにでもあるような、林とベンチの他はとりたててなにもない公園だ
が、空地の隅に地味な平屋の建物がある。「外から見ると、かわりばえしない小屋だけど、
ここはズヴェーレフ・センターという画廊で、詩や小説の朗読会がよく開かれるんだ。酒
と絵が好きで不遇のうちに死んでしまったアナトーリー・ズヴェーレフというソ連時代の
アンダーグラウンド画家の名前にちなんでいるんだよ」と説明しながら、プリゴフは、今
夜の自分の朗読会場の扉をあけた。 
質素な木づくりの小屋に、背もたれのない 10数個のベンチが置かれ、壁に絵が並んでい
る室内は、どこか田舎の教会のようでもある。ズヴェーレフ・センターは展覧会会場とし
て 1992 年にオープンし、毎週月曜に詩人のニコライ・バイトフ（1951 年生）がここで文
学会を企画していることや、酒好きだったズヴェーレフの名前にちなんでいるためか、酒
宴もよく催されるという話を聞いているうちに、あっというまに 30人ほどの聴衆が集まっ
て、朗読会が始まった。カリスマ的なプリゴフが朗々とした声で送りだす言葉は、会場を
一気に白熱させていく。扉一枚隔てた外は散文的な日常なのに、小屋のなかでは熱い言葉
が共有されている情景は、1960年代ソ連のアンダーグラウンドの朗読会のようでもあった。 
 
プリゴフの略歴 
ドミートリー・プリゴフは、ソ連の元非公認作家を代表する詩人、作家、アーティスト、
パフォーマーである。1940年生まれのプリゴフは、モスクワ芸術産業高等学校の彫刻科で
学び、1975年にはソ連芸術家同盟の一員となり、公園に設置する彫刻の仕事などにたずさ
わった。その一方で、1960 年代から 80 年代にかけて、地下芸術サークル「モスクワ・コ
ンセプチュアリズム」に属して、前衛的な文学・美術作品を非公式に作りつづけ、仲間の
アパートでの私的な朗読会に参加していた。1980年には、ロシア系ユダヤ人作家フィリッ
プ・ベルマン（1936年生）らとともに「ロシア作家独立クラブ」を結成し、他の６人の非
公認作家とともに文集『カタログ』に寄稿しているが、クラブの設立を宣言した翌日、主
催者のベルマンをふくむ三人の作家は国家保安委員会（ＫＧＢ）に連行され、クラブは解
散を余儀なくされる。プリゴフ自身も、1986年に路上で作品を朗読した後に、精神病院に
強制収容され、国内外の作家たちの運動によってようやく解放されている。 
しかし、80 年代後半、ペレストロイカと芸術の自由化が進み、世界の注目が「新しいソ
連」に集まると、ソ連の非公認芸術は「禁制のアンダーグラウンド文化」として西側世界
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で脚光をあびた。この時期には、プリゴフの友人で、絵画、立体作品、挿絵などの創作者
であるイリヤ・カバコフも、ドイツを経てアメリカに移住し、世界的な活躍を始めている
が、プリゴフも一躍時の人となり、2007年に心筋梗塞で急逝するまで、展覧会や講演会の
ために各国をめぐった。1999年から 2000年にかけては、札幌での 3ヶ月のアーティスト・
イン・レジデンスや東京での講演のために、何度か日本を訪れ、その体験をもとに幻想的
な長編小説『私だけの日本』（2001 年）を書きあげた。2002年には、サクソフォン奏者の
セルゲイ・レートフ（1956 年生）らと共演したディスクで話題を呼び、2003 年、2006年
にはモスクワのピョートル・ボイス・ギャラリーでパフォーマンスをおこなった。活躍の
さなかの早すぎる死だった。 
 
シミュラークルの使い手――プリゴフの仮面 
プリゴフの作品の主要なテーマのひとつは、国家＝ソ連である。美術作家でもあるプリ
ゴフは、ソ連時代の新聞の上にイラストを描き、ソ連の監視社会、あるいは「絶対的な神」
を思わせる巨大な眼を模したインスタレーションを制作したが、それらの作品は、統制下
における芸術の状況を表現し、国家崇拝と宗教の親近性を示していた。 
さらに、ソ連の風俗をアイロニカルに切りとって神話化した詩や散文によって、ソ連社
会の本質を照らしだした。たとえば、代表作である連作詩「警官礼賛」（1976）において、
プリゴフは、ソ連の官僚主義の象徴であった警官を、ことさらに全能の神に祭りあげるこ
とで、権力の普遍性を照射している。 
 
ここで警官が持ち場に立っているとき 
彼の眼前で 遮るもののない広々した空間がヴヌコヴォまで開ける 
西に東に警官は目を向ける 
彼の背後で無が開く 
警官が立つその中心―― 
いたるところから彼にまなざしがそそがれる 
東からも警官が見える 
南からも警官が見える 
海からも警官が見える 
空からも警官が見える 
そして地の底からも…… 
          彼は隠れられない 
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しかし、プリゴフの場合、権力に対する懐疑のまなざしは、国家、政治、社会機構だけ
ではなく、自分自身にも向けられている。レフ・トルストイやアレクサンドル・ソルジェ
ニーツィンの例をあげるまでもなく、ロシアでは作家は「伝道者」、「人生の教師」として
特別な地位を占めてきたが、プリゴフの文学・美術作品がつぶさに描こうとするのは、じ
つは、作家に対する「個人崇拝」をふくめた、日常のあらゆる場面で起こりうる権力の発
生のメカニズムである。現代ロシアの文化学者ボリス・グロイスは、プリゴフの創作態度
を評して、「詩の言葉で人々の魂を支配したいという自分自身の欲求を、警官にまつわるソ
連的な神話と内側からつながった欲求として自覚し、警察官を、天の恩寵を自分よりもう
まく手に入れたライバルとみなしている」3と指摘している。 
「権力者」としての「絶対的な作者」を否定するプリゴフは、つねに世界と一定の距離
を保ちながら、シーンにあわせて仮面や役割を変える役者、あるいは道化のように、変幻
自在に文体とテーマを変えて作品を生みだしてきた。ホモセクシュアルを演じるプリゴフ、
サディストのプリゴフ、猫を愛撫しながら、猫に「ロシア」という言葉を言わせようとす
る狂信的な国家主義者のプリゴフ、水道の普及していないロシアの別荘地で人々がバケツ
に溜めた雨水で食器を洗うのを再現したパフォーマンスで、ロシアの生活を嘆いてみせる
プリゴフ――これらの詩や映像作品のうち、いったいどこにプリゴフの〈本当の顔〉があ
るのかという問いに、答えはない。プリゴフのオリジナリティは、独自の言葉や文体を否
定して、つねに姿を変えていく点にこそある。 
ソ連体制のなかでつちかわれたプリゴフのこの創作態度は、自己の解体、テクストと内
容の乖離という同時代のポストモダンと連動する試みでもあった。また、1976年にプリゴ
フは、「プーシキンでもそれほど頻繁には文体を変えなかったよ」と文学研究者に諭された
といって、こう書いている。「じつは私は、自分や他の人々を納得させるために、頻繁に文
体を変えた詩人の例を詩の歴史のなかに探しだそうとした。でも、そんな詩人はいなかっ
た。それなら私が最初の例となって、詩の大草原で遊牧民のように生きたいと願う後継者
たちすべての負担を軽くすることにしよう（あるいは見せしめになるのかもしれないが）」
4。プリゴフにとって、たえず文体を変化させることは、文学史と旧来の文学観への挑戦で
あり、歴史から解放された新しい文学の創造だった。 
もっとも、読者や観客がどれかひとつのプリゴフの姿や文体を見て、それがプリゴフの
「本当の顔」だと思いこんでしまう危険はつねにある。たとえば、連作詩「お母さん、覚
                                                   
3 ボリス・グロイス『全体芸術様式スターリン』亀山郁夫・古賀義顕訳（現代思潮新社、2000
年）180頁参照。引用部の訳は筆者が以下のロシア語版から行った。Гройс Борис. Стиль Сталин 
// Утопия и обмен. М.: Знак, 1993. С.88-89. 
4
 Пригов Дмитрий. Предуведомление к «Дабл-сборнику» // Сборник предуведомлений к 
разнообразным вещам. М.: Ad Marginem, 1996. С.19. 
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えてる？」（1992）に収められた、子供が眠りにつく前の心地よい瞬間を描いた一編は、プ
リゴフを「叙情詩人」であると「誤解」させるかもしれない。 
 
 あの生活を思いだす――祖母と母と乳母がそばにいて 
 静かな夕べが とろ火で煮た乳に浸されていた 
 低くたれさがったビロードのランプシェードの下で 
 みなテラスのテーブルについていた 
 ぼくはとなりの小部屋で ゆったり体をのばして眠っていた 
 夢をとおして聞こえてくるのは つぶやき ひそめき 歌う声 
 誰かがそばにやってくる ぼくの顔の真上にかがみこむ 
 翼のざわめき 生気のない肌触り 
 遠ざかる足音 そしてぼくは飛んでいく 
 何処かへ 
 
あるいは、連作詩「わたしのロシア」（1990）所収の、古き良きロシアを詠った一節は、
感傷的な郷土愛に満ちているようにみえる。 
 
 わたしは覚えている ロシアのあの日は 
 五月だった 庭にライラックが咲いていた 
 空気は耐えがたいほど青く…… 
                  
だが、プリゴフの作品は、虚構の世界（演じた役割）を本物だと思いこませてしまう危
険性をあえて引き受けることで、人がなにかをたやすく信じてしまうプロセスを露呈して
いる。1999 年 10 月に東京で開かれたシンポジウムで作家自身が語ったように、プリゴフ
は、ソ連の社会やイデオロギーの紋切り型をことさらにあぶりだすことによって、その社
会に疑問符を投げかける――「ふつう、コンセプチュアリズムの作家や画家は、自分が試
験をしようとする言語の法則にしたがって、ある種のシミュラークルを創りだして、世界
に放ちます。しばしば、読者には、このシミュラークルと現実の区別がつきません。しか
し、シミュラークルには特別な組織があり、癌腫瘍のように現実の言語を破壊し始めるの
です。いうなれば、巨大な全体主義的機構にうめこまれた時限爆弾の爆薬のようなもので
す」5。  
                                                   
5
 シンポジウムについては以下の記録がある。鴻野わか菜「ユートピアの後に芸術は可能か？ 国
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冬の夜、プリゴフが詩を読んだ朗読会場の入り口では、雪の降りしきるなか、ひさしに
灯る裸電球の下で、詩人たちが厚いコートを羽織って煙草をふかし、プリゴフはその中を
颯爽と会場に入っていった。扉を開けるとともに、その日の〈仮面〉をかぶり、帰り道で
ふたたび素顔に戻るプリゴフの表情の変化を目の当たりにするのは、舞台裏で役者を見守
るのにも似ていた。伝説的な元非公認詩人として若手世代に強い影響を与えながら、「じつ
は若い世代の詩人にはあまり関心がないんだよ」と、そっと語ったプリゴフ。毎日 6 時間
は絵を描き、1日に 3編の詩のアイデアが生まれるというプリゴフは、俗世のしがらみを離
れ、いつも飄々としていた。 
 
プリゴフと親しく、詩人をアーティスト・イン・レジデンスのために日本に招聘した鈴
木正美は、こう書いている。 
 
  プリゴフは仏教について実によく知っていた。彼がさまざまな仮面を自らかぶり、さ      
  まざまな「プリゴフ」を演じるのも、今現在の生において何度も輪廻転生しているか    
  のようだ。彼はいくつもの「生」を同時に生きているのだろう」6 
 
 そしてプリゴフ自身も、1992 年の対談で、次のように述べている。「私は、唯一独自の
真似できない言語を探しだし、そうした言語によって詩人のアイデンティティを定義しよ
うとする古典的な詩とは一線を画しています。私はそうした言語を探してはいません。（略）
私はいつも変化しているのです」7。 
 たえず変わりつづけ、世界を新しい視点で映しだすプリゴフの作品は、自意識に束縛さ
れた現代人に、アイデンティティや自己実現の呪縛から解き放たれるための新しい視座を
与えてくれる。プリゴフの多様な作品は、総体として、いくつもの「生」を生き、自由な
好奇心で世界を旅した一人の男の記録であり、彼のあとに続く冒険者を待ちうけている。 
 
                                                                                                                                                     
際シンポジウムの記録」『スラヴィスチカ』No.14（東京大学、1999 年）240-252 頁. 
http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/dspace/bitstream/2261/4296/1/KJ00004390722.pdf 
 なお、世界のシミュラークルを作ることで、一枚岩のように絶対的だと思われていたソ連の
現実を揺るがせようとする試みは、プリゴフだけでなく、1960 年代ソ連地下芸術の多くの作家
（二人組の美術作家ヴィターリー・コマル＆アレクサンドル・メラミートなど）に共通した手
法でもあった。 
6
 鈴木正美「プリゴフが僕の前に現れた」『詩人会議』38号、53―57頁. 
7 Пригов Дмитрий, Шаповал Сергей. Портретная галерея Д.А.П.. М.: Новое литературное 
обозрение, 2003. С.23. 
